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(57)【要約】
【課題】　HDDのOFF/ON回数の寿命によるMFPの製品寿命
の減少を削減する。
【解決手段】　ハードディスク装置にとって厳しい温度
環境下で電源を印加された場合には、MFPが非稼働で一
定時間経過してもHDDの電源は遮断しない。次にジョブ
が発生してMFPが再起動された場合でもHDD電源は印加さ
れたままであるため、1回分のOFF/ON回数を削減するこ
とが出来、製品寿命の減少を削減することが可能。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハードディスク装置を備え、少なくとも前記ハードディスクの電源を含むHDD電源部と
、前記ハードディスク以外の装置の電源を含む他電源部と、前記HDD電源部と前記他電源
部の制御を行う電力制御部を持ち、本体装置が非稼動時に一定時間経過すると前記電力制
御部によって省電力モードに移行する手段を持つと共に、
　前記ハードディスク周辺の温度を測定する手段を有し、前記HDD電源部の電源が印加さ
れた時点でのハードディスク周辺温度値が所定温度範囲内であるかを判断する手段を用い
、前記判断結果に応じて省電力モード移行時にHDD電源部を遮断するか否かの電力制御を
行い、他電源部は前記判断に関わらずに遮断することを特徴とする複合機。
【請求項２】
　請求項１に記載の複合機において、前記ハードディスク周辺温度の予測手段として、定
着器の温度値が一定になるまでの所要時間から周囲環境温度を予測する複合機。
【請求項３】
　請求項１に記載の複合機において、前記ハードディスク周辺温度の予測手段として、前
記ハードディスクの電源が印加された時点での定着器の温度値から周囲環境温度を予測す
る複合機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハードディスクを内蔵し、省電力モードなどの電力制御を行う複合機、及び
電力制御方法ならびに電力制御方法を実行するプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複合機（MFP）は非稼動時の消費電力を低下させる目的で数段階の電力制御を行
っていた。近年においては、画像を蓄積する大記憶媒体としてハードディスク（HDD）を
搭載するMFPが増加している（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開2005-117377号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上述したHDD装置には電源OFF/ON回数（start/stop cycleなどと表記さ
れる場合もある）が規定されており、MFPでは、HDD装置寿命を保護するためにHDDを含ん
だシステム部分の電源遮断回数を抑えながら、非稼動時電力を効果的に下げるように電力
制御を行われなければならない。
【０００４】
　また、HDD装置は、動作周囲温度に応じて電源OFF/ON回数の規定値（保証値）が変化す
るものが多く、温度使用条件の上限および下限付近での使用環境においては電源OFF/ON回
数が劇的に減少する。その温度変化による規定OFF/ON回数の差は非常に大きく、動作環境
温度が変化した場合は、HDDのOFF/ON回数の規定値が劇的に変化することに十分に考慮し
なければならないという課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した課題を解決するために、本発明における複合機は、ハードディスク装置を備え
、少なくとも前記ハードディスクの電源を含むHDD電源部と、前記ハードディスク以外の
装置の電源を含む他電源部と、前記HDD電源部と前記他電源部の制御を行う電力制御部を
持ち、本体装置が非稼動時に一定時間経過すると前記電力制御部によって省電力モードに
移行する手段を持ち、
　前記ハードディスク周辺の温度を測定するあるいは予測する手段を有し、前記HDD電源
部の電源が印加された時点でのハードディスク周辺温度値が所定温度範囲内であるかを判
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断する手段を用い、前記判断結果に応じて省電力モード移行時にHDD電源部を遮断するか
否かの電力制御を行い、他電源部は前記判断に関わらずに遮断することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によって、ハードディスク装置にとって厳しい温度環境下で電源を印加された場
合には、MFPが非稼働で一定時間経過してもHDDの電源は遮断されないため、次にジョブが
発生してMFPが再起動された場合でもHDD電源は印加されたままであるため、1回分のOFF/O
N回数を削減することができ、HDDのOFF/ON回数の寿命によるMFPの製品寿命の減少を削減
することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　次に、本発明の詳細を実施例の記述に従って説明する。
【実施例１】
【０００８】
　〔システム構成の説明〕
　図1は、HDDを備えたMFPのブロック図である。各部の詳細な説明は省略するが、簡単に
説明する。
【０００９】
　コピー動作の場合、スキャナ制御部101は原稿を読み取るためにCCDなどの制御を行い、
読み取った画像は画像処理部102に送られる。画像処理部102では色空間処理などの画像処
理を行って展開されたラスタデータをプリンタ制御部103に転送する。プリンタ制御部103
では、受け取った画像を感光ドラムに描画し、トナーで現像を行って紙に転写し、定着器
104によってトナーを紙に定着させる。定着器制御部105は温度センサ部106を用いて定着
器104が一定の温度になるように制御を行う。
【００１０】
　プリント動作の場合、ネットワーク制御部107からプリントジョブを受け、画像処理部1
02でPDLデータをラスタデータに展開した画像をプリンタ制御部103へ転送する。定着動作
は前述コピー動作時と同じため説明を省略する。
【００１１】
　前述コピー動作でも前述プリント動作でも、画像処理部102で展開されたラスタデータ
は一度ハードディスク（HDD）108に格納され、複数部数の出力時などにHDD 108から再び
ラスタデータが読み込まれる。HDD 108への読み込みや書き込みまたは暗号化などの処理
はHDD制御部109で制御される。
【００１２】
　CPU部110は、前述スキャナ制御部101、画像処理部102、プリンタ制御部103、ネットワ
ーク制御部107、HDD制御部109の統括的な制御を行い、電力制御部111を用いて、それぞれ
の制御部の電源制御を行う。
【００１３】
　〔電力制御の説明〕
　MFPは、非稼動時の消費電力を抑えるために以下の動作を行う。MFP本体が非稼動状態に
なってから、CPU部110のタイマがカウントを始め、予めあるいはユーザーが設定した時間
（以下、省電力移行時間と言う）が経過すると省電力モードへ移行させるために、電力制
御部111にスキャナ制御部101や画像処理部102やプリンタ制御部103やHDD制御部109の電力
を遮断もしくは抑制するよう指示する。しかし、省電力モード中はCPU部110やネットワー
ク制御部107は通電されており、操作パネルが押下された場合やネットワークからプリン
トジョブを受け取った場合にも対応できる。
【００１４】
　省電力移行時間は、工場出荷時に設定され、ユーザーも変更できるが、本体寿命（例え
ば5年間）の中においてもHDD 108の電源OFF/ON回数の上限値を超過してしまわないような
設定しかできないようになっている。
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【００１５】
　〔ハードディスク部の電源制御の説明〕
　しかし、ハードディスクの電源OFF/ON回数の規定は、動作周囲温度が変化すると、それ
に伴って変化し、動作周囲温度の下限あるいは上限値付近においてはOFF/ON回数の限度値
が激減する。したがって、ハードディスクを備えるMFPにおいては、HDD電源部の制御を以
下の様に行う。フローチャートを図2に示す。
【００１６】
　メイン電源ON時あるいは、省電力モードからの復帰時にHDD電源が印加（ON）された場
合｛201｝、CPU部110は定着器温度タイマtをカウントし始め｛202｝、定着器温度センサ
部106が設定値まで上昇する時間を測定する｛203、204｝。予め測定されたMFP本体の周囲
温度において定着器が一定になるまでの時間のデータから、HDD電源がONされたときのMFP
本体の周囲温度をCPU部110で予測する｛205｝。前記周囲温度の予測値と予め設定した温
度範囲と比較し、HDDにとって過酷な温度環境であるか否かの判断を行い｛206｝、HDD電
源保護フラグを立てる｛207、208｝。
【００１７】
　Jobを終了してから｛209｝、省電力移行時間が経過した際｛210｝、CPU部110は前述HDD
電源保護フラグを参照して｛211｝、電力制御部111に対して、HDD制御部109の電源を制御
するように指令を出す｛212、213｝。電力制御部111は、HDD制御部109以外の制御部の電
源は省電力移行時間が経過した時点で遮断する。
【００１８】
　〔HDD電源印加時のHDD温度測定および予測の説明〕
　前述した定着器の温度が所定値に達するまでの時間からHDDの周辺温度を予測する手段
の詳細を説明する。
【００１９】
　本体電源ON時あるいは省電力モードからの復帰時には、定着器104の温度が所定値（定
着動作をするのに必要な温度）になるように温度センサ部106を用いて、定着器制御部105
が動作する。CPU部110は、定着器温度タイマtをカウントし始め、定着器温度センサ部106
が設定値まで上昇する時間を測定する。
【００２０】
　本体電源ON時は、本体の周囲環境が低温(例10℃)の場合、定着器104が190℃に達するま
である程度の時間Tmaxを要し、本体の周囲環境が高温（例40℃）の場合は、Tmaxよりも短
いTminになる。図3は本体電源ON時の定着器104温度と定着器109が一定温度（190℃）まで
上昇するまでの時間を表すグラフである。これによって、電源ON時の本体周囲環境温度を
予測することができる。また、定着器104とHDD108の置かれている場所は装置によって不
変であり、図4に示すように定着器104の温度が下がればHDD108周辺の温度も下がり、定着
器104の温度が上がればHDD108周辺の温度も上昇するため、定着器104の温度からHDD周辺
の温度値を予測することも可能である。
【００２１】
　なお、ここでは定着器の温度から、HDDの周囲温度を予測したが、他の装置温度上昇値
からの予測や、HDDの周囲温度を実測しても良い。
【００２２】
　また、HDD電源をOFFする際は、定着器104が一定の温度値になっている状態であるため
、HDD108の周辺温度は一定であり、その際の温度測定および予測は行わない。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】HDDを備えたMFPの簡単なブロック図。
【図２】ハードディスク電源制御フローチャート。
【図３】定着器の初期温度と定着器が一定値になるまでの時間を示すグラフ。
【図４】定着器温度とHDD周辺温度を示すグラフ。
【符号の説明】
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【００２４】
　101　スキャナ制御部
　102　画像処理部
　103　プリンタ制御部
　104　定着器
　105　定着器制御部
　106　定着器温度センサ部
　107　ネットワーク制御部
　108　ハードディスク
　109　ハードディスク制御部
　110　CPU部
　111　電力制御部

【図１】 【図２】
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